


































































































1年 72 田 37 27 2 86 101 391
2年 48 44 100 gl 27 引 四 489
3年 28 26 110 89 56 72 田 465
合言十
148 138 247 207 田 219 303





























































専門的な知識を身に付けたいから 36 24 40 85 10 52 40 287
散華を身に付けたいから 18 15 38 14 7 14 皿 117
督格券とりたいから 6 10 21 8 5 5 四 72
就職を有利にしたい(良い条件で就略したい)
から
22 37 45 21 23 51 129 328
友だちをつくりたいから 山 0 0 0 2 山 0 4
大学進学が当たり前という王案境だったから 45 32 60 58 28 62 66 351
118親や先生､知人など同園の勧めがあったから m 9 26 12 7 29 24
その他 口 0 6 5 口 4 3 20





少し考えて選んだ 66 61 89 70 36 94 135 551
238
178
どちらともいえない m 20 53 36 15 39 64
あまり考えずに選んだ 10 20 40 36 16 25 31

















毒素毒昏;艮臨終ずっと重宝主毒爵 13 4 14 13 4 21 18 87
出産退蔵億ザつと吾輩主竜罷 m 6 m 5 4 15 m 63
結婚退稔綾子育てが落ち着くまで専業主婦､
その後パートで働く 19 21 28 19 皿 29 34 161
出産退職後子育てが落ち着くまで事業主婦､
その後バートで働く 46 36 77 64 25 71 93 412
結婚退職後子育てが落ち着くまで事業主婦､
その後フルタイムで働く 5 3 9 13 2 5 12 49
出産退職後子育てが落ち着くまで専業主婦､
その後フルタイムで健く 24 25 28 27 7 29 50 190
恵責婚･出ぎ穿棲も謬オっらずフルタイムで1幼く 18 19 42 28 17 2† 57 202
結婚磯はパートタイムで働く '3 3 8 7 4 4 9 38
結婚せずフル々イムで働く 5 12 17 26 6 14 10 90
結婚緒▲ネど≠.はつくらずフルタイムで1動く 0 口 3 2 口 3 3 13





子育て 4.2 4.0 3.g 3.9 3.9 3.8 4.1 4.0
顔ま妻子 4.3 4.3 4.1 4.0 4.1 4.1 4.2 4.2
パートナーr配偶者_恋人)との関係 4.2 4.0 4.1 4.0 3.8 4.1 4.2 4.1
有人との関係 4.4 4.3 4.3 4.2 4.1 4.3 4.3 4.3
仕玄 3.g 4.0 3.g 4.0 3.8 3.9 3.9 3.9
健康 4.3 4.4 4.3 4.3 4.0 4.3 4.3 4.3
董奮 3.8 3.9 3.7 3.6 3.5 3.7 4.0 3.8
自己啓発煽瀾=眉分のための書取戚の活動) 4.0 4.1 4.0 4.0 3.8 4.0 3.9 4.0





































まつ芦り決めている 13 18 19 12 了 18 m 98
ある程度湧めている 63 28 回 67 29 66 80 402
あまり日月辞に決めていない 59 88 118 8g 40 103 178 655
まったく決めていない 9 20 34 2了 8 30 33 161
進学するつもり 山 0 2 10 0 0 0 13
志太玉恵もj党費もするつもりはない 口 口 2 口 0 0 0 5





会社昌 106 86 172 127 田 173 245 980
公務昌(教昌以外) 14 1了 31 42 5 21 45 175
教員 15 虹 10 5 2 2 3 53
自費輩者r与定量をき紫ぐ) 0 口 2 2 0 0 2 7






正規の於昌･従業昌 138 127 235 197 82 213 298 1290
パート 口 0 口 口 0 0 2 5
アルバイト 0 0 2 2 口 0 0 5
頃働者派i昔蕊董所の派1貴社昌 0 0 0 0 0 口 0 口
嬰執社昌 4 4 口 3 0 2 口 15
暖託 0 0 0 0 0 円 0 口







白菊の能力やスキルを活かせる 4.1 4.1 3.7 4.0 3.6 3.9 3.7 3.9
仕事の内恋にやりがいを感じる 4.4 4.4 4.1 4.3 4.0 4.3 4.1 4.2
時間的･精神的負担が′少ない 4.0 4.2 4.0 3.9 3.9 3.9 4.1 4.0
於与が高い 4.1 4.1 3.g 3.8 3.4 3.8 4,0 3.9
休暇がとりやすい 4.0 4.1 4.0 3.9 3.g 3.9 4.1 4.0
月莞堤への交涌の挿が白い 3.9 3.9 3.9 3.9 3.9 3.9 4.0 3.9
き罷】墓の票同気･人間関係が雇い 4.5 4.5 4.6 4.6 4.5 4.5 4.6 4.8
尽く毒力め≦轟けることができる 4.2 4.3 4.2 4.3 4.1 4.2 4.2 4.2
経営･雇用が荘子している 4.4 4.5 4.3 4.4 4.2 4.3 4.4 4.4
仕事昇通じて社会青苗たできる 3.6 3.5 3.5 3.7 3.3 3.5 3.5 3.5










ある 122 113 216 180 77 168 272 1148
ない 23 20 24 24 4 47 23 165
働く女性の現状
ある 125 120 215 177 76 154 284 1151
ない 19 15 20 25 4 60 17 160
ロールモデル(目標となる先輩)や
杢豊生の肱熊蘭
ある 116 94 184 146 70 150 224 984
ない 28 36 46 57 皿 l 70 313
生活設計の方法
ある 79 同 149 106 56 103 280 842
ない 60 62 80 94 22 ll 18 445
就隠語動に必要な具体的なスキル
(エン川づ･一トの書き方､面接の受け方など)
ある 55 54 146 115 66 144 168 748
ない 86 79 90 83 田 田 129 554
就職採用試験(筆記試験)の内容
ある 50 39 134 111 58 96 135 623
ない 89 g4 99 90 23 115 162 672
インターンシップ(現場の就業体験)
ある 64 54 93 74 44 90 132 551
ない 78 77 140 126 36 124 161 742
OGとのネットワーク
ある 45 38 7了 60 28 45 80 373
ない 95 g4 160 140 52 168 21了 926
就職のために今するペきこと
ある 79 72 166 138 70 153 212 890









i斤伍の就職概況 4.2 4.1 4.0 4.1 4.0 4.0 4.2 4.1
働く女件の王冒光 4.0 3.8 3.9 4.0 4.1 3.8 4.0 3.9
ロールモデル(目標となる先盟)や卒業生の体験談 4.1 4.0 3.9 4.0 3.8 3,7 4.1 4.0
生三乗喜昏計の方法 3.g 3.9 3.9 3.9 3.8 3.7 3.9 3.9
就職誌動に必要な具体的なスキル(エントリーシート
の二塁:き青石士去の～5什~たた.ド1
4.5 4.6 4.4 4.5 4.4 4.4 4.6 4.5
就臨淫用試斡r墓記試給)の内恋 4.2 4.2 3.9 3.9 3.8 3.9 4.2 4.0
インターンシップ(担】真の就姜俵屋藩) 4.5 4.6 4.4 4.5 4.4 4.4 4.6 4.5
OGとのネーソトワーク 3.9 3.8 3.7 3.7 3.7 3.5 3.9 3.8































































































































































































19阜!旦 鱒蕃 臨床心理士 ITパスポれト 秘審 秘雷
46.2 89.ヰ 69.0 34.1 45.4 37.0 32.4 61.D
2 鱒撃 琴鱒養看貫 司賽 丁9巨!!
認定心理士 TOEIC TOEIC TOEIC
36.6 36.6 21.6 22.9 44.8 27,4 29.1 58.5
3
司蕃 鱒肇 亭蕪撃垂 廷会福祉睾 鱒寧 司書 ITパスポート FP
】3.6 26.1 20.7 22.3 28.7 27.4 28.5 42.9
4 国 J-SHINE 実用英革 司墾 丁9宇､l§ 鱒賓 隻影埠皐 販売士
12.0 21.1 柑.8 12.8 25.3 21.9 21.2 10.6
5 早彩革革 鱒行革琴 史学校敷革 革廷黎詞 色彩埠定
HCP HCP HCP
11.3 16,2 19.8 12.8 25.3 17.8 口.9 8.g
6 亭襲翠箪
≡, ■･.･弓 日本語教員 中学校教諭 司審 中園語検定 司番 簿記
10.9 13.ヰ 柑.0 10.1 20.1 12.3 t(S.2 8.2
7 異周寡言吾 実用､7享ンス語 鱒畜 色彩検定 芋蔓奉 芋蔓具 中国語検定 司審
】0.8 1乙7 18.1 9.5 14.4 9.6 1乙8 6.0
8 ITパスポー上 中学校教諭 芋蔓員 学芸員 産業椚ン阜ラニ 邑琴疑室 昂鱒翠箪 革袴教諭
8.9 1】.3 T2.9 8.9 14.4 9.6 10.1 6.0
9 MC2 ドイツ語技能 ト●ィッ語技能 児童福祉司 高校数諭 高校教諭 実用英語 旅行業務
8.4 9.9 10.3 8.9 9.8 8.2 9.5 5.7
10 臨床心琴睾
日本語教員 と蔓せ!里巨 社会調査士 中学校教諭 実用英言吾 カラーコーディネート
7.9 7.0 9.5 5.0 8.6 6.8 7.3
皿
中学校教諭 雪国言吾検定実用フランス語 児童福祉司 鱒行革琴 芋蔓員
7.7 5.6 8.6 臥0 6.8 5.0
12
認定心理士 小学校教諭 HCP カラーコーデ拍一夕ー壇-コーディネーター




























































6.6 m隼貴職 ′ 31.三 関㈱】､′ 豆3､′群苛済渕′
l 1.0





































































































































































































































































































































中学毒麦や富書学校で学んだ(体験した) 49.3 33.3 36.5 2g.2
大学の授業で学んだ(像諭した) 20,9 32.2 3l.8 54_2
キャリアサポート謹のイベント書で学んだ(体験した) 18.0 29,3 24.3 20.3
その他の桜会に学んだ(体験した) 6.1 6,8 3,8 4.4
これまで学んだ‖太堅舎した)ことはない 15.5 10.8 17.2 7.8
働く女性の現状
中学校や言等学校で学んだ(体験した) 26.2 15.3 2乙1 15.6
大学の授業で学んだ(休演した) 60.2 三65,4 44.6 了6.了
キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体賛した) 7.2 11.4 12.$ 7.0




中学校や高等学校で学んだ(体賢した) 27.0 15.9 17,6 17.7
大学の授業で学んだ(体験した)
● 38.3 34.1 41,2
キャリアサポート三豊のイベント等で学んだ(体襲した) 16.4 21.0 23.6 17.7
その他の桧会に学んだ(体験した) 囲 7.4 4.7 5.4




中学校や高等早手麦で学んだ(体致した) 34.8 22.6 18.6 5.4
大学の授業で学んだ(体賛した) 13.0 24.0 2g.7 8き.3
キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体験した) 5.6 9.8 ■ ● 3.0
その他の機会に学んだ(休演した) 4.4 4.4 3.1 2,0






中学校や高等学校で学んだ(体験した) 9.1 10.4 11.4 閉
大字の授業で学んだ(体意した) 17.2 22.$ 3$.7 31.3
キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体験した) 20.4 34.3 36.0 25.9
その他の機会に学んだ(体験した) 4.0 5,1 3,0 5.1





大草の授業で学んだ(体貸した) 4.4 12.9 11.6 15.8
キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体馨した) 20.2 37.3 36.6 23.9
その他の機会に学んだ(体験した) 3.7 3.9 2.1 3.7
これまで撃んだ(抜染した)ことはない
ご 67.3 43.5 47.3 54_5
インターンシップ
(現場の職業体験)
中学校や高等学校で学んだ(体験した) 18.7 10.9 22.T 18.4
大学の縛業で学んだ(体馨した) 6.6 了.9 了.1 11.3
キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体験した) 15.0 17.3 16.7 14.0
その他の機会に学んだ(体饗した) 4.4 4.4 2.7 4.4
これまで学んだ(肱験した)ことはない ､′56.8 ､61_4 ､′54_4 ′
54.9
OGとのネットワーク
中学校や高等学校で学んだ(体験した) 8.5 4.1 5.8 5.1
大学の授業で学んだ(怯鼓した) 四 7.6 7.8 9.4
キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体験した) 10.3 14.4 8.5 9,4





中学校や高等学校で学んだ(体給した) 14.4 臥2 13.7 1乙0
大学の授業で学んだ(体簾した) 14,自 17.4 31.1 37.0
キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体等した) 22.0 42,0 36.2 26.0
その他の税金に学んだ(体歳した) 9.4 7.5 6,5 8.0
これまで望んだ(賢した)ことはない 45.5 30.6 23.9 29.3
注二経験宰(学んだ学生の割合)または未経験率(これまで学んだことはない学生の調合)が50サるを超えるものに紺抑ナをした｡
全体を見ると､｢就職採用試験の内容｣､｢就
職活動に必要な具体的スキル｣がいずれも4.5
程度の高いスコアを示しており､続いて｢就職
のために今するべきこと｣が4.42となってい
る｡さらに､｢近年の就職状況｣､｢インターンシ
ップ｣がこれらに競いているが､逆に相対捌こ
スコアが低いのは｢OGとのネットワーク｣､
｢生活設計の方法｣である｡これらの結果から､
将来のキャリア形成のために大学で学びたい
と強く思っている内容は､およそ就職億劫に
すぐに役立つような具体的スキルであること
がうかがえる｡
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園12 将来のキャリア形成に関する事項をどの程度学びたい(体験したい)か
〔5段階評雇:平均点〕
(弱い) 学びたい(体験したい)程度 (強い)
国際コミュニケーシ]ン
人間関係
文化情報
現代マネジメント
ロ近年の就‡鼓状況
口働く女性の現状
田口ールモデル(員標となる先輩〉や卒養生の体験談
日生活設計の方法
日就隠語勤に必要な具体的なスキル(エントリーシートの窓き方､面接の受け方など)
田読取採用試験(筆記試験)の内容
ロインターンシップ(現場の試薬体翳)
日OGとのネットワーク
口裏藍較のために今するべきこと
注=全体の項目別平均値に対し､各学部の項目別平均値が1%以上裁いまたは低いときに+または一､3%以上高いまたは低いときに
++または--､5%以上商いまたはl吐いときに+++または【【-を付した｡
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学部別に比餃すると､経じて､現代マネジメ
ント学部と国際コミュニケーション学部では
学びたい程度を示すスコアが高く､文化情報
学部では低い｡しかしながら､｢就職採用試験
の内容｣または｢就職活動に必要な具体的なス
キル｣のスコアが最も高く､これに｢就職のた
めに今するべきこと｣､｢近年の就職状況｣､｢イ
ンターンシップ｣が競くという傾向は､国際コ
ミュニケーション学部以外で共通している｡
国際コミュニケーション学部では､｢近年の就
職状況｣よりも｢インターンシップ｣の方がス
コアが高く､その億は4学部中､最も高水準で
ある｡さらに､同学部では､｢ロールモデルや卒
業生の体験談｣も現代マネジメント学部と並
んで最も高い億を示している｡現代マネジメ
ント学部では､ほとんどの項目において他学
部に比べスコアが高く､中でも就職活動に直
結するような学びに関しては4.63というか
なり高いスコアが示されている｡また､人間関
係学部では､｢インターンシップ｣について､未
経験者の割合が4学部中最も高い(衷4)にも
かかわらず､これを体験したいという希望は､
相対的に低い｡文化情報学部においては､上記
のとおり､全体の評価水準が低いが､とりわけ､
｢ロールモデルや卒業生の体験談｣､｢OGとの
ネットワーク｣といった先輩とのつながりに
対するニーズが低い傾向にある｡
これらの結果については､調査対象者の学
年構成の影響なども受けていると思われるが､
絵じて学生たちは就職活動に関する具体的で
すぐに役立つ知識を学びたい(体倹したい)と
強く思っている土とが明らかである｡キャリ
ア教育を行う教員側としては､働くことの意
味､ライフコースの選択､男女共同参画など今
後社会において働くことに関する知識や､白
分なりの生き方を実現できる力を身につけて
もらいたいという思いがあるが､草生たちは
｢就職活動に直結する知識｣を強く望んでおり､
そこに意識のズレが生じていることがうかが
える｡
c.女子総合学園のキャリア教育について思
うこと
最後に､｢女子総合学園のキャリア教育につ
いて､あなたが思うこと(希望､独自性など)を
自由に書いてください｣という問いに対する
回答について考察する｡
全調査回答者1,345名のうち169名(12.6%)
から回答(自由記述)が得られたが､特徴的な
記述から､女子総合学園のキャリア教育に求
めている内容をまとめると､次の点を掲げる
ことができる｡
①女性の生き方や就職に対する希望の多
様性に配慮したキャリア数奇
④出産･育児後の仕事復帰に関する情報提供
③女性が働きやすい企業に関する情報提供
④卒業生等による具体的な体験談
⑤女性らしさやマナーに関する教育
(∋については､｢女性ならではのキャリア教
育｣を求める意見が多いなかで､具体的には
｢就職､結婚､出産に活かせるようなキャリア
教育が学べるとよい｣､｢就職以外の道もある
のでそういう方向を考える機会があると良
い｣､｢専業主婦など､家庭以外の仕事をしてい
ない人の詰も出すべきではないか｣など､女性
に対するキャリア教育においては､就職だけ
がすべてではないといった趣旨の意見が見ら
れる｡また､｢仕事でキャリアアップを望む人
よりも､結婚､出産に目標を置いている人のほ
うが多いと思う｣という意見がある一方で､
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｢事務職だけでなく自分が必要とされる専門
磯にも就くことができるようなサポートがほ
しい｣という意見もあり､これらに対応するよ
うに｢働きたい職種が決まっている人とそう
でない人を分けて､別々でキャリア教育をし
てほしい｣というコメントも見られる｡このよ
うな指摘は､まさに､生涯の継続的な絵合職へ
の就職志向が明確な男子学生に比べ､女子学
生のキャリアやライフスタイルに対する希望
は多様であることを示すものであり､さまざ
まなニーズに応えるキャリア教育が求められ
ているといえる｡
②については､(むで指摘した点と大いに関
連がある｡｢卒業後の理想のライフコース｣に
関する調査結果(図5)からも明らかなとおり､
多くの学生たちの将来設計のなかには､自分
自身が｢出産退職後､子育てを経て再就職す
る｣というイメージがある｡そのときに備える
という意味で｢子育てのあとに再び社会復帰
するためには何をしておけばよいのか｣､｢結
婚出産後､職場復帰するためにはどうするの
か､資格は何を取っておくべきか知りたい｣､
｢再就職する際に役立つスキルなどに特化し
た講義があると良い｣などの意見が見られる｡
③は､女性にやさしい職場環境を求めるも
のである｡これについては､｢女性が働きやす
い企業や女性社員が多い企業などを開いてみ
たい｣､｢女性が長く勤務するためにはどのよ
うな企業が向いているのか｣､｢女性が働き続
けやすい職種を敢えてほしい｣､｢女性が活躍
している(OGが働いている)会社､企業を知
る機会を増やしてほしい｣など､多くの意見が
見られた｡
④は､上記①～③の意見と合わせて､女性が
働くということについて具体的な話を先輩か
ら聞きたいとするものである｡｢OGと話す場
がほしい｣､｢卒業生の方々がどのように活躍
しているのか知りたい｣､｢今現在､仕事を活発
にやっている女性の話を閃いてみたい｣など､
働く女性の生の声を開きたいという意見だけ
でなく､｢卒業して就職した先非に､大学での
生活をどう過ごしていたのかを聞いてみた
い｣など大学時代の過ごし方を経験者から学
びたいとする意見も見られた｡
(むについては､女子大学が｢マナーの良いこ
と｣で社会馴こ認知されているという前提に
立ち､それにふさわしいキャリア教育を求め
るものである｡｢女性らしさを学ぶ機会がある
といい｣､｢女性らしさ､上品さ､マナー､礼儀を
身に付けたい｣という意見に加え､｢(調査対象
の)女子大学ではマナーの良さが企業からイ
メージされているそうなので､そのことを学
生に伝え､当該大学の学生であることを自覚
させることで､各自の日常生活における行動
が改善するのではないか｣や｢表面的なマナー
教育だけではない普段(授業中､学内外での行
動･ふるまい)の当たり前ともいえる常識的
なマナーに対して､注意や指導をしても良い
かと思う｡女子大学に入って､あまりマナーが
良くないところを見てきたので｣など､マナー
に関する社会的評価と実態がかけ離れている
ことを問題視し､日常的なマナー教育の必要
性を求める意見もあった｡
以上のほか､女子大学(女子総合学園)の評
価として｢共学校とは違い､女性の主体性が育
つと思う｣､｢女子大ならではの女子中心の教
育は自分のためになる｡共学では学べないも
のがある｣といった点を指摘する声が多い一
方で､｢男女で意見が分かれるような内容を学
ぶとき､女子大では不利だと思うことがる｣と
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いうコメントもあり､｢近くの大学とディベー
トする桟会があると面白いと思う｣といった
具体的な提案もみられた｡さらに､早期(低学
年)からのキャリア教育や､資格取得に関する
支援の強化､国際的な現状に対する情報碇供､
多様な職業･活動(自営業､起業､ボランティ
ア)に対する情報撞供などを求めるコメント
も見られた｡
4.結語
以上のように､本研究では､女子大学の教養
系学部に在籍する学生たちの大学への進学動
機と今後の理想のライフコースを明らかにす
るとともに､キャリア教育に関するこれまで
の経験と今後の希望を具体的にとらえてきた｡
本研究の成果を要約すると､以下のとおりで
ある｡
①女子大草の教養系学部に在籍する学生たち
は､総じて､明確な動機を意識することなく
大学へ進学しているが､学部･学科の選択
に当たっては､計測が就職を意識しており､
鋸別以上が在学時に何らかの資格取得を目
指している｡なかでも､｢TOEIC｣と｢秘番検
定｣は学部を問わず取得希望者が多いが､そ
の他の資格は､学部の特性を反映したもの
である｡
(勤理想のライフコースについては､結婚･出
産により退職し､子育て終了後再就職する
という｢再就職塑(M字型)｣への支持が6剤
を超え､家事･育児と仕事の｢両立｣を目指
そうとする学生は2割未満である｡また､人
生のなかで､｢健康｣､｢友人との関係｣､｢親孝
行｣などを大切にしたいと考えており､｢再
就職型｣を志向するわりには､｢子育て｣を重
視する志向は相対的に低く､｢社会貢献｣へ
の関心も希薄である｡
③仕事に関しては､半数以上が卒業後に就き
たい職種･職業を決めておらず､進路への
明確な意思決定が十分ではない｡ただし､ほ
とんどの学生が｢正規の職員･従業員｣とし
て｢会社員｣になりたいという漠然とした希
望を有しており､就職先を決めるにあたっ
ては､｢職場の雰囲気･人間‡卦係が良い｣こ
とや｢経営･雇用が安定している｣ことなど
を将に重視している｡
④キャリア教育に関しては､主に大学の授業
で｢働く女性の現状｣や｢ロールモデルや卒
業生の体験談｣､｢生活設計の方法｣などにつ
いて学び､キャリアサポート課のイベント
等で｢就職のために今するべきこと｣､｢就職
採用試験の内容｣､｢就職ヾ舌動に必要な具体
的なスキル｣などについて学んでいる｡授業
での学習状況については､学部の特性によ
る違いが大きい｡また､学生たちの経験串が
低いのは､｢OGとのネットワーク｣や｢イン
ターンシップ｣である｡このような現状に卸
し､今後､学生たちがキャリア教育で学びた
い内容をみると､｢就職採用試験の内容｣､
｢就職活働に必要な具体的なスキル｣､｢就職
のために今するべきこと｣が上位を占め､キ
ャリアサポート課が取り組む内容ばかりが､
強く求められている｡一方､個別の意見を見
ると､女性のライフコースの多様性や女性
らしさに配慮したキャリア教育を実施して
ほしいとする意見も多くある｡
このような結果を踏まえ､学生の実態やニ
ーズを前1是に今後のキャリア教育の在り方に
ついて考えると､次のような課題があると思
われる｡
1点日は､｢早期からのキャリア教育への取
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組｣である｡今回の調査で､女子大学の教養系
学部に在籍する学生たちは､明確な進学動桟
や進路への具体的な希望を十分に有していな
いことから､入学直後から､将来の生活や仕事
をイメージできるような取組を､授業とキャ
リアサポート課の双方の取轟削こより積極的に
展開していく必要がある｡
2点目は､｢大学の授業におけるキャリア教
育の取組とキャリアサポート課による取組の
棲み分け｣を明確にすることである｡キャリア
サポート課においては､学生たちが最も求め
ている就職音舌動に関する具体的なスキルなど
を中心に一層指導を充実させるとともに､長
期的に働き続けることを前提とした就職支援
に徹することが期待される｡一方､授業におい
ては､生活面も含めたライフデザイン教育と
してのキャリア教育を充実することが望まれ
る｡したがって､企業以外の就職先や活動の仕
方についても広く擁示するとともに､｢両立
型｣のみならず､｢再就職型｣のライフコースに
も焦点を当てた情報提供や､多様な働き方や
暮らし方をする具体的なロールモデル(卒業
生等)の話を聞く機会を創出していくことが
重要である｡
3点E=ま､｢女子大学におけるキャリア教育
のアピールポイントの明確化｣である｡これに
ついては､単なるマナー教育の充実にとどま
らず､女子大学の強みをどこに置き､それをふ
まえた独自性のあるキャリア教育を大学を挙
げてどう展開するのか､という点について､キ
ャリア教育に囲わる教員と職員が協議する場
を設けることが必要であると思われる｡
以上のように､女子大学におけるキャリア
教育については､共学校以上に､授業とキャリ
アサポート課と卒業生(同窓会)等との連携が
重要となる｡学生の自由記述の中にも｢女子大
学の強みを面接で言えるようにしたい｣とい
う意見があり､それをキャリア教育という側
面でどう具体化するかについて､大学及び学
園として継続的に検討することが､今求めら
れている｡
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